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① ガラス成分分析① 発生量

◇ガラス再生製品の種類，市場性，要求品質等を整理

◇代表的な処理装置の種類，特徴，コスト，導入状況等を整理

《体系的整理》
✓ 板ガラスは実証段階（今後に期待）

✓ グラスウールは厳しい要求品質（粒度，異物除去ppmレベル等）

処理装置＋高度選別処理（金属探知・フルイ・風力選別等）が必要

２．現状調査 ３．ガラス成分分析，溶解試験

② リサイクル用途，リサイクル技術

発泡スチロール 硬質プラ 包装ビニール

② 溶解試験

◇ ２０１２（H２４）年７月から開始された固定価格買取（FIT）制度により太陽光発電設備の導入が大幅に拡大

◇ FIT制度下の太陽光パネルが寿命を迎える２０３０年代以降、パネル廃棄量が加速度的に増加する想定

１．研究の背景・目的

太陽光パネルの廃ガラスリサイクル

◆ 現状調査 （発生量，リサイクル用途，リサイクル技術の課題）

◆ 受入れ先の要求品質に適合する処理技術の開発・設備検討 （ガラス成分分析・溶解試験，スーパーソル試作）

《NEDO資料をベースに推計》
• 全国            ：17～28万t/年
• 中･四国地方：2.5～4.2万t/年 （全国比15％）

• 広島県        ：0.5～0.8万t/年 （全国比 3％）

◇ガラスカレットメーカーでの品質チェック（溶解試験）の再現

… 透明なガラスに浮かび上がった異物の量で判定

 《7種のサンプルを用いて電気炉で再現試験》
※ 昇温速度，温度，保持時間を変化させてテスト

『3.5時間で1100℃に昇温＋8時間保持』 で透明試料の作成に成功

サンプルA・B・F・Gで異物（黒色）を確認

A B C D E F G 

       

（3.5 時間で 1100℃に昇温，8 時間保持） 

       

 

４．スーパーソルの試作
✓添加割合：一般瓶＋太陽光ガラス（10～100％）

✓発泡材・焼成温度：スーパーソルと同一製造条件

※太陽光パネルガラスは一般瓶に比べ強化元素を含有

いずれの添加率でも試作成功

土壌溶出試験は基準値を満足

◆ 今後の予定

①ガラス破砕時の異物混入抑制方法の確立
（ブラスト圧の変更，Si粉の低減）

②異物除去方法の検討
（風選・磁選・識選・焼却・酸洗等の組合せ）

③異物混入基準判定方法の確立
（溶解試験の諸条件検討）

（ガラス粒度測定プログラムの開発）

（透過度・異物混入評価プログラムの開発）

④スーパーソル適用検討
（発泡材添加割合の検討）

◇ブラスト工法で処理したガラスとバックシートの成分分析
  ガラス主成分はSi，僅かなショット破片（Fe）や封止剤付着を確認

  バックシート表層にガラス（Si，O）の残存を確認

◇ガラス表面付着物の分離試行
 鉄の付着を除去するには酸による処理が有効 

サンプル 分離・回収物 
処理方法 

水＋超音波 水＋加熱 混酸＋加熱 

ガラス小 
浮上物 （なし） （なし） （なし） 

沈降物異物(黒) 鉄 鉄 （なし） 

集塵粉 

浮上物(灰色) ガラス ガラス,鉄(微量) ガラス 

沈降物異物(黒) ガラス ガラス,鉄(微量) ガラス 

沈降物異物(白) ポリエステル （なし） （なし） 

 

《分析例》
・ガラス小
・水＋超音波
・沈降物異物（黒）
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